圧力 IH 炊節ジャー保証害 


持込修理 


取扱説明書、本体表示などのを意書きに従った使用が態で保証期間内に故障した場合には、無料修理いたしまず。製品と本書を 
ご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸をの場合は、出張巧や輸送料 
などの実黃を申し受けます。 


型名 


NP - HN 10/ NP - HN 18 


修理メモ 


. お名前 

S 

:ご住所〒 

t 

■ 



※お貝い上げ曰※販売店名•住所 I 

_年月日 I 

瓶醜聞 
お買い上げ日より 

本体1年 

& 

※印!橘に記入のない場合は無効となりますので、おずご確認ください。 

1.ご転居•ご贈答品などでお買し化げの販売店に修理をご巧頼になれない場合は、巧社のお客なご相談お□にご連給くださし、 

吕.な証期間内でを次の場合には有料修理になります。 

レ0使用上の誤りや不当な修理•改造による巧障および損な。 

に)お貿し让げ後の輸送•移動•巧下などによる巧障および損据。 

リ V )义巧•地巧•水害•落里•その他の天災地を、公さ•塩害•ガス客(硫化ガスなど)、異巧宙圧•指をぺの使用语源(宙圧 • 周波数） 
などによる故障および損復。 

じ:)一般家庭巧 U か(たとえば業務用など)に使用ごれた巧をの故两および損傷。 

(ホ)車両•齡おなどに搭載された場合の巧 W および損巧。 

(へ)本皆のご巧巧びなし、場合。 

(卜)本書にお買い上げ年月曰•おぎ様る•販巧店をの紀入のない巧合、あるいはを巧を書をかえ6れた巧合。 

(チ)消耗品などの交換。 

日.本苦は曰本国巧においてのみ有効です。 

I his warranty Is valid only in Japan . 

4. 本書は盜難•火がなどの不可巧力 W かで紛失された場合は再発行いたしませんので大切に保管して < ださい。 

♦お客様にご記入いただしすこ記載内容は、保証期間巧のサービス活助およびそのをのま全点稅ち助のた効こ利巧ごせていただく 
場合びございますので、ご了承< ださい。 

♦この巧証書は、本書に明ホした期間•第:件のをとにおいて無巧修理をお約まするをのです。したびって、この保証書によって 
巧証書を発行しているち(巧証責任ち)およぴそれ切が■の事業をに対するお客様のを律上の権利を制限するをのではありません 
ので、巧証期間経過をの修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または巧なのお客様ご巧設な□にお問い 
合わせください。 
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圧力炊飯するため PSC マーク ’SC マーク取得 

^ PSC マーク 


© 


経済産業省び定めた r 消費生ま用製品 
安全法」の家庭巧の圧力なベ及び圧力 
びまの安全基準に適合していることを 
のします。 


国 


巧品安全巧さ 


SG マーク 

製品安全協会び定めた SG 基準に合格 
したことを示し、万一製品の欠腳こよる 
人身事故び生じた場合、賠償措置び 
とられます。 


NP 主 N 


NP - HN 型贷⑥® 


…… 2 巨 
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裏表紙 


ち< じ 

お使いになるまえに 


を全上の C 注意 . 

を部のなまえと扱いち . 

おいしくかいて•おいしくなお’ 

時刻の合わせち . 

報知音の種煩と切0かえち…… 


使い方 


ご巧のげき方 

基本的な巧を方 . 

無な米選択 . 

いろいろなご飯を巧ぐ 

ほめ保溫商め保温 . 

あつたか再加熟 . 

タイマーホが巧飯 . 


お料理ノ-卜 


五目ごが赤飯 . 

ち5しずし t 草がゆ • 


お手入れ 


お入れ . 

部品の交換•盾入について’ 


困ったとさに 

巧 障 かなと思ったとき- 
こんな表示をしたとを- 
アフターサービス…… 
お客様ご相談窓口…… 

仕様 . 

巧話 含 . 


心 Z か IRU 洲 ■ 

圧力||~|炊飯ジャー 

屬み废 

型 NP - HN 10 型區函3 
を NP - HN 18 型画国 

取扱説明書•お料理ノート 



♦ このたびは、お買い上げいただを、まことにありがとラ 
ございました。 

•お巧みになったあとは、大切に 巧ち してください。 
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安全上のご注意 化ずお守りくだをい _ 

お使いになる人や他の人への危害、財産の損害を未細こ防止するため、必ずお守りし、ただくことを説明してし、まず。 
■誤った巧し、方巧したときに生じるを巧や損害の程度を、次の区分で説明していまず。 

A 警告 死 t や重傷に結びつく恐れがある内容です。 I 

[Aim 軽傷または家屋•家財などの損害に結びつく恐れげある内容です。 1 

A 警告 


- 圧力巧飯を安全にずるために y 

巧巧中に圧力びかかるため取りあし巧誤ると厨ちでず。 
巧容核!びぶき出して、やけど • けがをする恐れげあります。 


Q 


〇 


取扱説明き•お料理ノートに記載の炊飯•保温なかの巧適：:似拥:し、 

蒸気経巧ぴ詰まり、巧巧中にかぶたと本巧の間か S 巧気がをれたり、かぷたが巧く恐れびち日まず。 

•分量の増えるねりをの(はんぺんなど)や煮宜などの豆巧をまに巧う料理 
啸瓶まあずをを巧にゆでてから調理して< ださし、。） 

• 急激に泡の出る重そラなどを使ラ料理 

• のり状になるカレーやシチューのルーなどの料理 

• を S の油を入れる料理 

• ジャムなどの泡立ご料理 

• 巧がをポ U 袋などに入れて加巧する料理 

• クッキングシートなどのまとしぶたを入れた料理や巧し物 

• rt 草がゆ」などの音巧入りのおかゆは廣初か S 青巧を入れて巧かない 

圧力巧巧中は組巧にかぶたを巧けたりな巧させなし、 

圧力巧飯まえに、フックの周囲クックの受け部•本体とかぷたの固•巧ぶたパッキン， 
圧力詞整ち田•ま全弁，が器フィルター•巧気□の周囲にご瓶拉や米がなどの具物げ 
なしにとを確認し、かぶたは r カチッ J と音びするまで確実に閉める 

•ご飯粒や米粒などの異物びあるとがぶたび完全に欄フィルタ^^ フックの受け^^グ^、'\ 

閉まらず、炊巧中にかぶたと本体の罔から惑気びを ，ート フックー^ A XL A 

器まり严び開ぃて麵ふき出難.巧裝掘^ 

• ご飯粒や米粒などの異物びあるとかぶたび開かな I 


巧巧の途中にかぶたを開ける巧合は、 
操作部の圧力表示び消えているのを 
確認してか5、がぶたを M ける 


巧全弁- 

圧力調整装宙 


ぶ気口 



巧造はしない。また、お巧巧術ち JU か 


の人は分解したりあ理をしない 

W 

义災•感星•けびの原因にな 0 ます。修理はお貢い 

上げの販売店または巧社のお客様ご相談窓口に 


ごネ目談 < ださい。 ' 




蒸巧口に手を触れない 

やけどをすることびあ0ます。 

特に乳幼児にはさわらせないよラごを意 
<ださい。 


♦お頁い上げの追描と本含に記巧したイラストは臭なることがちりまず。 


2 


■お守0いただぐ内容を、次の区分で説巧していまず。 

0 してはいけない「禁止」内容です。 

〇 実行しなければな E ) ない「指示」内容です。 


_ めれた手で是込みプラグを 

® 巧ききししない 

感電•けびをずることびあ0まず。 



水につけたり、水をかけたりしない 
本体内部にを水を入れない 

シヨート‘感電の恐れびあります。 




コードや差込みプラグび傷んでし、たり、コンセント 
の差し込みがげるいときは使用しない 

感電•ショート•発乂の原因になります。 

コードを傷つけない 

無理に巧げた D 、 引っ巧ったり，ねじったり、たばねた D 、 离温部に 
巧づけた D 、 重いをのをのせた D 、 巧み込んだ D 、 加工した0ずる 
とコードび化損し、义が•感巧の原因にな D まず。 

差込みプラグに巧気を当てない 

コンセントに差した差込みフラグに巧気を当てるとショート’ 

篇义の原因になります。スライド式テープルでは差込み 
フラグに蒸気び当たらない位置でお使い < ださい。 

巧•排気口やずき間にビンやおをおよび 
を属物などの異物を入れない 


つンセント 


感電•異巧動作してけぴをずることびありまず。 


交流1 oovjjm では使用しない 

火が•感ちの原因になります。 



善込みフラグ 


子供だけで使わせた0巧巧の手の 
届くところで巧わない 

やけど • 巧電 • けびをずる恐れびあ0ます。 


吸気口 



排気口 


〇 


差込みプラグはコンセントの奥までしっかり善し込む 

感重•ショート•兒煙•発义の原因になります。 

定格旧 A な上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用ずると分おコンセント部び異常発熱して発义することびあります。 

差込みプラグの巧(プラグの先端)および刃のお元にほこりび付ちしている場合は、よくふく 

义災の原因になります。 
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まま上のご注意 がずお守りくだをいつヴき 


么警告 


f 

異常•故障時には直ちに使巧を中止ずる そのまま使用すると黄煙ぶ义感ちけびに至る恐れびあります。 

A 

〈異常 •故ち 例 > •差込みフラグ•コードび異常に熱くなる 

%9 

-コードに傷びついたり、姑れると通星したりしなかったりする 

.本体び変形したり、異常に熱い 


-本体から煙び出たり、焦げくさいにおいびする 


. 本体の一部び割れたり、ゆるみやびたつきびある 


-欣飯中、底部の ファ ンび回つていない など 


このような場合は、すぐに差込みプラグを巧いて、 巧 売店に化ず点な •な 理を傾巧する 


A 注意 




广 


S 


广 


〇 


使用中や巧用直をは、届温部に触れない 
またがぶたを開けるとさの巧気、ご旗を 
ほぐずとまには手がなべなどに当た6 
ないようにま意ずる特に 

巧ぶたセット、 

なべなどのを属部 


やけどの原因になります。 



本体を持ち運ぶときは、プッシュポタン 
に触れない 


かぶたび開いて、けび•やけどを 
ずることびあ0ます。 


フ ツシユ ポタン 



水のかかるところや、义気の近ぐでは 
巧巧しない 

感電•漏電•を巧の原因にな D ます。 

専用なベなかは使用しない 

なべび過熱したり、異巧面作の原因になります。 

壁や家具の近 < で巧わない 
キッチン用収納棚などで使うときは、 
中に霖気がこを6ないようにずる 

蒸気または熱で壁や家具を復め，変色•変おの 
原因になります。 


本製品は巧巧セーブメニ:!一がおりまずび、 
全く巧気び出ないわけではありません 

アルミシ—卜 •《 な力-ペットの上で使用しない 

アルミがび発巧し、発煙•発乂の原因になります。 

巧®兒ただしてし Vga ライト—^テープ J レ 
では使りない 

スライド式テーブルび破損して巧がジャーび落下し、 
けび‘刊ブどの原因になりまず。 

荷重強嵐ん l . OL タイプで 15 kg な上、1.日 L タイプで 
SOkg 似上のをのをお使いください。 



不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使用しなし、 火災の原因になります。 


使用時なかは、差这みプラグをコンセントか6巧く 

けぴ•やけど•絶緑劣化による 感電•漏電 义災の原因になります。 


お手入れはをめてから巧う 

ち温部に粧れ、やけどの恐れびあります。 

差込みプラグを巧くときは、コードを 
持たずに必ず先端の差込みプラグを 
持って引を巧< 

な電•ショートして発义することびあります。 


コードを巻を取るとまは差込みプラグを 
持って行ラ 

差込みフラグび当たって、けがをすることがち D まず。 

，こ、麻用べースメーカーなどをお使いの方は、 
本製品のご使用にあたって医師とよ:< ご相談 
<ださい 

本製品の動作びぺースメーカーに影咨を与えることび 
あります。 


お願い 


巧気に班いちのを近づけない 

テレビ•ラジオ•インターホン•無緑な•電話などは、雑音の 
入る巧れびお0ます。キャッシュカード•自動改札用定期券- 
カセットテーフなどは、記憶び消える恐れびあります。 


本な:脱に巧気 □) には、ふきんなどをかけない 

本体やがぶたなどのをお•を色の原因になります。 


なべの3分の2(なべに表をしている MAX の獻 
な上に水を入れてか飯しない_ 

^就 E 。 ずを 

. _なトブ与末* 


あ柿 

巧] 


なた-ブ 

5 - 


_5 


なぺに«をつけた〇密形をせない 

うまく炊けなし > 原因にな0ます。 


本な:庫巧やなべにご旗おや米粒などの異物び 
ついたまま使巧しない 

うまく炊けない原因にな D ます。 


空ださをしない 

故障の原因になります。 

水をかけたり水分を含んだものの上に呈かない 

感電•故障の原因になります。 

IH クッキングヒーターの上で使わない 

故障の原因になります。 

直が曰がぴ当たる所で使わない 

を色の恐れび友0ます。 

他の空気な器に蒸気び当たる場所では巧用 
しない 

巧気により、電気が器①义が•が障•変色•をおの原因になりまず。 

吸 • 排気□をふさぐような巧所(紙•巧•じゆう 
たん•ビニールな•アルミシートなどの上）で 
巧用しない 

巧 巧の 原因にな D ます。 


なべを傷めないために 


なべのフジ巧彼腐ホ傷ぴつくと、はがれる原因になりまずので、ていねいなお取り扱いを 
お巧し、しまず。フジ素被巧を傷めないために次のことをお守りください。 

健街のとき> 

• 米におじっている異物(石など)を取り除し、てから米を洗う 
• 泡立て器などでな米しない 
• 金属製のざるをあてて洗米しない 
• お飯ジャー面では使わなし、 

く巧き上げったとが 
• なべで巧を混ぜない(ずしめしなど） 

• 金属裝のおたまは使むない(おかゆなど） 

• たたし、たりしなし'!(よそうときなど） 

〈お手入れのとお 
• スフーンやを器類を入れない 
• 围巧料を使った場却ホ、すぐに洗う 
• スポンジなどの柔5かいちので洗ラ 

* シンナー•ベンジン•みびきお•たねし類(ナイ n ン•金属製など)•漂白剤などを使わない 


^ なべのフッ素巧巧は使用により消耗しまず。 

m •色む5びできたり、はびれることびありますび、性能や衛生上の支障はありません。人体への影響造) 
ら はなく炊飯•保温をするうえで問題なくご使用しすこだけまず。 

せ •フッ素被膜のはびれび気になるときや、なべび変形したときは、購入できます。 -^ P .2 己 
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已 











蒸気 □ - 

♦の飯時に蒸気び出て高温に 
なるのでま意して < ださい。 


蒸気□セット 


プッシュポタン- 

かぶたを開けるとさに押ず 
• 圧力式で密閉度を上げて巧< ため 
に開 < までかし時間びかかることび 
友りまを 

• 炊巧時に圧力びかかってし巧と志 
プッシュポタンを巧してもぶ全の 
ため、かぶたは開きませんび巧障 
ではあ0ません。 

操作部一^ 


巧穀フィルタ-\ 

異物び詰まるのを防ぎます。 

♦お手入れあおず巧ぶたセット 
に取りつけてくだをい。 

-P.25 


圧力調整装置— 

软巧時に圧力のお装を 
行ラ 

•分解しないでください。 
お手入れ方法は 
一 P.22 一 


體目 部) 




八ンドル 

持ち運びのときに使う 

差込みプラグ 


□-K _ 

出し方 

差込みプラグを持って引< 

啸マーク L ツ上引を出さない） 

しまい方 

差込みプラグを持って、2〜 3 cm 引し、て 
戻すと自動的に巻を込む 



フィルターベース 
巧ぶたパッキン 



II 齡星 


巧ぶたとつ手 W 

足ち2力所） 

内ぶたセットを持ち 
運ぷときに使う 


巧を弁-1 

圧力調整装置び目詰まり 
したり、巧障などの場合に 
ち常な圧力を巧<などの 
ま全横ち 

•分解しなし、でください。 
お手入れ方法は 

一 P.22 



g 本 J 


サイドセンサー 

(本な内側） 


巧ぶたセット止め具 

巧ぶたセットの取りはずし•取りつけのとをに使5 
• お手入れを、巧ぶたセットを化ず 巧 D つけまず。 
、一 P.24 

—ふたセンサー 
4 —放熱坂 
if —かぶたパッキン 

4 ——巧気口 


—なべ 

しやもじ受け取りつけ部 (左ち2力酌 

しゃもじ受けのつけ方 

• 2力巧のツメを本倘こ強めに巧しつけながら 
の))、脚をしゃをじ受け取りつけ部の巧に 
差し込む(⑤） ^ 

し^6じ致か功ホずし方 (I ]YU 


操作が 


♦ キーは巧実に巧してくだをい。 

•報知音のを化や、 r 炊飯/再加熱」キー、 r とりけし」キー中央の（•、 •） は、目の不自由な方へ配慮したものでず。 


r と0けし J キー- 

操作設定の取り消しや 
作動中の檢能を中止 
するときに使う 


I ■無洗米」キー 

無洗米を炊くとさに 

使う 一 P.1LP.12 



エコな t 


iiii 

白米 s 达 
側が）脱こみ 


表示部 

(すべてを表していますび、お使いになる中で 
このような表ホはしません。） 

巧晶部を巧などでこすると黒い線び出る場合び 
ありますが巧障ではありません。（静是気による 
現までありしばらくすると、もとに戻ります。） 

—— r 予約 J キー 

をぺたい時刻に自動的に 
がを上げるタイマー予約 
の飯のとさに使ラ 

一 P.18 


0^^处 KIT 瞩 

おかゆ 
を 

巧巧米 

<示巧！!]目国国分>1燃たづ 


， •"パ w ,"' 

msi 


I な置を巧め 


r メニユ ー J キー 

メニユーを送ぶときに使う 
一 R11 

r 保温送択 J キー 

r 低め保涵」や r 高め保湿」を達ぶ 
ときに使う 一 P.1B 




1^1 



圧力表术- 

圧力びかかっているとをに 
表示ずる 


r 巧旗/再加熱 J キー 

がおやち加熟をすると劑こ使う 


「時刻合わせ」キー 

予約時刻や現在時刻を合わせる 
とをに使ラ 

一 P.9 、 P.18 



しやちじ しやをじ受け 


計量カップ 




白米用 

約 180mL (約1合) 



無洗米専用 
紳 71mL (約1合) 







♦米を正し < 計る 

必ず付属の計量カッフずりきりで計ります。計量ホびつや市販のカップに 00 mL ) では、差び出ます。 


♦手早く济うI米を手早く r 巧引ために、水をためるボウルを用意してくださしV 

©ずずぐ••-最初はたっぷりの水で大をく 2〜3 回かき -- 

混だ（約10秒於巧）、水はすぐに捨てる 
(2 回繰り返す） 

②巧う • • •手の指を立て、米を 30 回（約 15 砂）かき混 



ちを立て、かき 
混ぜるよラに 
巧う！^/ 




ぜるよラにして洗い、その後たっぶりの水で 
大きくかさ混せ、水はすぐに捨てる 
これを 1 セットとして 2 〜 4 セット繰り返ず 
③ずずぐ’’ •最後にたっぷりのがで手早く吕回すすぐ 

(①〜⑥を10分な巧で行えるようにずる） 


•正しく水加巧をずる 


米の種類 

微米•勝觀 

巧米 


水加減 

水位目盛どおり 

水位目盛より 
かなめ 

水位 S 盛よ0 
かしをめ J 


♦アルカ U 度の強いかを使わなし、 

アルカ U 度の弱し诚(日 H 日な下)を使用してください。 
黄をしたり、ベたついたごがにな0まず。 


♦ 炊を上びつた5、すぐにほぐす 

を分な水分び逃げて、ぶつくらおし、しくなります。 

炊き上びり1日分削巧び目やすです。そのままにしておくと 
ご飯びかたまったり、ベたつし)たり、親プたりしまず。 


白米•巧巧米とも3カップのとき 


♦なべの中でご飯をなをずる巧合は、必ず保温が能を使う 

• 差込みプラグを抜いた状態、または、保温を取り消した状態で保湿機能を使わずになべの中でご飯を 
なをするといやなにおいの原因になります。 

♦ご飯の乾燥•ベちやつき•いやなにおい•変色を防ぐために、このような保温はしない 

♦み量のご飯を長時間保温 

• 24 時間 (r 高め保溫」では 12 時間)政上 なべ中央にぉる 

•ご飯のつぎたし 
•冷めたご飯か 5 の保温 

•炊きこみ•おこわなどの具や調は料を加えて炊いたご飯 
♦コ□ッケ•みそ汁などご飯政がのをの 
•しやをじを入れたまま 

♦か S のご飯はなべ中巧に盛る 

♦保温するご飯の量が少なくなった場合は、乾燥したり、ベちやつきやすくなりますので、 

なべ中巧に盛つて保温してください。 



おいしく巧いて•おいしく巧 



時刻のをわせ方報知音の種類と切りかえ方 


一度切りかえると切りかえた報巧茵ま差込みプラグを抜しでも記憶されます。 




時刻のをねせ方 


時計は吕 4 時間表おです。室温などによりをか誤差を生じることびあります。 

時刻びずれてし巧と却ま、次の手順で合わせてください。 

•時刻びずれてし、ると、予約した時間に炊き上びりません。 

♦炊がI再加熱‘ほめ保溫•高め保溫•タイ7—予約炊飯中は時刻合わせできません。 

妍：現在時巧び1已:01で、表示び14:己6のとき 

1 なべを入れ、是込みプラグを是し込む 

2「時刻合わせ J キーの ® または ® を押し、 r 

表示を現在時刻に合わせる 

時刻表示び点おする 


時が合ねせ中 


© キー:1分単位で進む 
® キー:1分単位で戻る 


•押し続けると10分 
単位で早送0びでを 
ます。 


3点減が点灯にかわると時刻合わだ完了 

瞬を時刻に合わせたあと、 3 砂たつと点滅び点抑〔かわりまず。 


、巧 

♦ 


本 

時巧拾わは壳了時 

巧 

:な！ 


み 


巧船の種巧と切り方、え方 


♦ この M をにはお巧5せメ □デイー«ががつし、ていまず。な巧開お•タイマー 
ホが典イ乍究了 •巧巧が了などをメ □デイー音で巧巧する檐おです。 



報巧の種巧と用を 

鳴るタイミング -、、 

メ □ディー巧巧 
この製品の揉牵の報知ち。工場 
出荷時は、この設定になつてい 
ます。 

ブザー巧が 

メ □ディ ー報 巧を ブヴー 
音にをえたいとをに。 

サイレント奇知 

報舶をおしたいときに。 

巧 g 巧田抬ずるとを 

さ5を5星 

r ピッ」 

タイマー予巧操作がミ了したとを 

きらを6星 

r ピッ」 

巧が再加熱び終了したとを 

アマ U リス 

「ビ ー JX 已回 

鳴日ません 


1 なべを入れ、差込みプラグを差し込む 

2 巧)を 3 砂な上押ず 

3 切0かえたい巧知の設定完了音が 
鳴った5切りかえ完了 


I再加熱開始時のメ □ディー音は切りかえる 
ことびできません。 

I炊飯中‘保温中’タイマー予約炊飯中は 
切りかえることびでをません。 

I操作びうまくできなし化きは再度■/から 
やり直して< ださい。 







ご飯の巧ま方 


基本的な巧を方 J 


• la 出巧時の巧巧メニユーは r エコ炊化!になちされています。 

参巧めてお使いになるとをは、なべ•巧ぶたセツト□セツト•付 g 品を巧つて 
ください。 - P .22 〜 P .25 


1巧巧まぇに確認ずる 


ち図のを部にご飯粒などの異物び付着している 
ときはお手入れをしてください。 - P .22 

• ご巧粒や米粒などの異物がおるとがぶたが完をに 
なま5ず、か巧中にかぶたと本体の因から巧気び 
ちれたり、かぶたげ巧いて巧客物がふを出す恐れ 
がちりまず。 



2 巧届の計量カップで米を計る 

米の計量は、付鹿の計量カップを用し、、 

す0を0で ttD ます。 




ク米を巧って、水加減をずる 

米の巧し、ち 一 p .8 r おいしく快く/手早く巧う」夕照 


平らな台の上で、炊きたいメニューの目盛に合わせて 
水を入れてください。一 P .14 
米を平らにならします。 

水の置ホ、米のカップ数に合わせてください。 

♦ かに浸さなくてもすぐに巧けまず。浸しておくと、 

みしやわ6かめに巧を上がりまず。 




無巧米のひと tt ひと tt が水になじむように、 
2〜3回やをし < かを巧せでか5水抽滅を 
する 

水位目盛は、白米と同じでず。 

•お洗米は、巧米製法などにより米の表面にデン 
フン寅がを < 残っているち合があ日まず。米の 
デンプン頁で、水び白くにごっていると焦げ- 
ふをこぼれ•炊を上がりが悪くなる原因になり 
ます。白くにごるときは、1〜2度かを入れか文て 
ずすぎまず。 


4 なべを本はに入れて、巧ぶたセットと蒸巧ロセットを巧りつけ、 
がぶたを巧め、是込みプラグを差し込む 


なべが側•本体庫内の水分や異物をふき取り、なべを本体に入れます。 

♦巧裁フイルターを化ず巧ぶたセットに取りつけてください。 

• 圧力式！快飯のため、/む/キンの巧巧度が高く、かぶたを閉めるとをにかたいことがありまず。 
かぶたは切チッ」とちがするまでゆっくりと巧実に巧めてください。 
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ニュ -) を巧して、タニューを适ぶ 


キーを巧すごとに、表示部の「▲」び移動します。 


t •疏二; • 


_ エコが 

白^ 

米 

熟巧が4! 
白米るま 
巧ミな ¢y 


h が点口しなび5巧動 

す um 
.パ’ \> おかゆ 

!►をが 
!►雜巧米 
燃它づ 


•キーを巧し続けると、メニューぴ達続で進みます。 
r エコれ巧」に戻ると止まります。 

>任〕巧巧」- r 白米(ふつう•しゃつきり)」•「熟な巧き J 
は米」. r 巧巧米」.巧病セ—ブ」は、—度ミんで巧巧 
ずると、なに适び直して饮巧ずるまで記憶されまず。 


の場を 


^なホ) を巧し*巧巧巧に I 吊おち 3 が巧巧 
をれた S 、 扛 -) を巧してタニューぉ B ぶ 

• 無洗米選択中に r 玄米 J は還べません。 
一 R 12 r 巧洗側巧 J 参照 


謂 >) を巧ず 


巧を上びりまでの 
目やす時间を表示 


炊が/商]日熟ランフび点巧し、炊飯開始のメロディー 
(ブザー)び鳴ります。 

む5しになると、炊を上びりまでの目やず時巧を表示しまず。 

• ご巧がや米がなどの興巧が友るとぺぶたが巧全に巧まらず、 

巧飯やに外ぶたと本体の"か5蒸気びをれたり、かぶたが 
開いて内容构がふを出す恐れがありまず。 

•保温ランプが消えているか巧巧して r 巧巧/再加み」キーを 
押してください。 

巧涅ランブび点灯していると r 苗)日み」に入りまず。一 P .17 
♦ 巧巧中に現在時刻を巧 D たいとをは巧をねせ」キーの （*) 
または©を巧して<ださしん巧唐のリチウム B ホが切れて、 
現在時巧を合わせていないときは、現在時测ま表示されません。 




SB i ： i® 


巧巧 

11501 ■, 


を巧め〇 ■め j '.バン‘ /_ 

• がを上び0までの巧 D 時間は目やずです。 

案巧の炊さ上がり時 H は室温•水温•窜圧 • 

水加該などによりかわります。 

• む6しに入ると炊を上びりまでの残り時間を 
調整しまず。調整の巧、残り時間び一度に 
造んだり、戻ったりする場合びあります。 



巧き上び〇のゾ□デイー(プザー)が鳴り、ほ翻こ切りかわった S 
ずぐにご巧をほぐず 


巧気が出ないことや匡固の表示び消えていることを確認 
してか5巧ぶたを巧けて< ださし、。 

炊き上びると自動のに巧温に移り、低め保温ランプび点灯し、 

1時間的単位で保温経過時間を表示しまず。 

すぐにほぐして余分な水分を巧びすことで、ご巧のかたまり- 
べたっま巧おさえます。 

•ご巧をほぐずときは、やけどに十分を意して行ってください。 
•保温を巧り消して、再び保温にずると row の表示に戻りまず。 
♦巧巧沒了時の巧知音は化の律知のしかたに切りかえることが 
巧まず。一 P .9 












ご飯のがま方っヴま 


な 


巧用をは(と01ル)を巧し、是这みプラグを巧く 


お気が出なしにとや匡固の表示び消えていることを植店してからがぶたを脚すてください。 

♦炊飯途中でがぶたを開けたり、炊飯を止める場合、 r とりけし」キー釘砂攻上巧しまず。蒸気口から 
蒸気げ勢いよ < 出ますのでを意して< ださし、。 

♦匡国の表示び消えたあとでを、フッシュボタンび重く感じたら無理こがぶたを開けず、をましてから 
開けて< ださい。内容物びぶさ出して、やけどの恐れびあります。 

♦圧力をかけているメニューでは、炊飯開始から約1日分で圧力びかかります。圧力びかかり始めてから 
保温になるまでは、 ま全のため 、かぶたを開けないで < ださい。 

■节 iHA •が;飯の状態により、炊を上がったご飯の底面びうすく焦げることびあります。 

■ I む"一 ♦がをつつみこんで炊くために、ご飯の中央部びややくぼむことがありまず。 

♦連続して炊 < 場合や保通をやめてずぐ炊 < 場合は己日分拟上冷まして < ださい。 

本体やがぶたの温度び高いとラまく巧けません。 


アドパイス 


が 


本巧やかぶたを早 < をましたい場合、下記の方まをお拭しください。 
•なべに巧水を入れ、本体！*巧を巧やず 
•かぶた巧田け、巧ぶたセットをはずして放な巧巧巧まず 


巧洗米进が 


巧洗米 S 巧のしかた 


巧が米選巧の解巧 


1 ©巧巧し、表示部に^ま示させる; 7的な米)を巧し、表示部の^消す 


I 「を米」びメこュー里択をれている状態で r 巧洗米」キーを 
巧ずと、メニューはじコ巧巧」へをりまず。 

r 無巧制が表示 


№1 

ili/wall 


100 i：i 


r お洗米 j が消 える 
IM \； 

ら I ぶ * nSlII A 


?狐:悪 


無洗米爱択をミ了 


無洗米适巧の解除を巧了 
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巧を上びりまでの時巧の目やず•旺力をかけているメニュー 


か吉親る_^_^ 



メ ニユー 

1.0 L サイス 

1.日 L サイズ 

… L サイズ 

1.8 L サイズ 

X 

□ 

巧 

旗 

• 

約已巨分〜1時間1分 

あ巳日分〜1時間に分 

約己已分〜1時間 

約巳巳分〜1時間10分 

白 

米 

泣、つう 

参 

約已1分〜已日分 

約已已分〜日日分 

約已3分〜 ■! 時間2分 

約已1分〜1時間 


-TV 

しやっき0 

• 

約4已分〜已吕分 

約4已分〜已4分 

約4吕分〜47分 

約41分 *^9 分 

巧 

巧 

巧 

を 

• 

約1時間8分〜1時斷3分 

約1時間10分〜1時間17分 

約1時間4分〜1時副4分 

約1時間已分〜1時間17分 

白 

米 

急 

巧 

• 

約吕已分〜3己分 

約3吕分〜44分 

約吕已分〜37分 

約31分-'^吕分 

巧 

さ 


み 

• 

約己7分〜1時間3分 

約1時間〜1時間1分 

約已8分〜1時間9分 

約1時間3分〜1時間6分 

す 

し 

め 

し 


の已7分〜1時間3分 

約已7分〜己9分 

約已 B 分〜1時間己分 

約已2分〜1時間6分 

お 



わ 


約已8分〜1時間 

約5已分〜己9分 

約5日分〜1時間2分 

約5日分〜1時間2分 

お 


石、 

ゆ 


約1時間1分〜1時間已分 

約1時間日分〜1時間に分 

約1時間吕分〜1時間已分 

約1時間6分〜1時間12分 

を 



ザ 

• 

約1時間11分〜1時間95お 

約1時間9分〜1時恥已分 



巧 


m 

米 

• 

約54分〜1時旧3分 

約已8分〜1時剛分 

約1時間1分〜1時剛1分 

糊時間8巧〜1時間14分 

巧 

気 

七- 

-ブ 

♦ 

約1時間2分〜1時間6巧 

約1時間1分〜1時間目分 

約1時間3分〜1時間10分 

紳時巧呂巧〜1時間白分 

巧 

芽 

を 

ホ* 

• 

約57分〜1時間 

約1時間1分〜1時巧さ分 

が]己7分〜1時間6分 

約己8分〜1時間已分 


•き圧10 OV ま温20で•水温旧での場合。 

•時副ま！快巧をはじめてから巧温になるまでの時間でず。また電圧•室温•季節ぶ加巧などによりかわります。 
•巧をこみは、米に調な料をしっか D 含ませおいしく炊き上げるため、巧を上びりまでの時間び長くかか D まず。 

(予巧の時間が的30分かかります。） 

《発芽玄米は、白米の r 瓜つう」メニューで巧し、てください。 
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ご旗の巧き方っヴま 


エコ 巧巧 白米/無洗米 エコ炊飯 


エコ綠 


白米 

，やつを 日 


な詔 I 白米/無洗米 I [ ，轟 

庶。[白米/無洗米][し雜。 

熟ぶ巧き 白米/無洗米 熟成炊き 
白米急法 白米/無洗米 白米急速 


Bi ¥^ 



巧をこみ 白米/無巧米 巧をこみ 



ずしめし 白米/巧洗米すしめし/おこわ ずしめし 


おかゆ 白米/巧洗米 おかゆ 






雑穀米. 
白米/無洗米 


SISC セーブ 白米/巧洗米 蒸気セーブ 蒸気セーブ 



1.01_:0.日〜5.5 
1.日 L :1 〜10 


1.01:0.5-5.5 


1.日 L :1 〜10 


韻 f 潑し穗號鶏を鶴 


1.0 L :0 .日〜4 


1.日 L :2 〜6 


1.01:0.5-5.5 
1.8 L ;1 〜10 


をち米. おこね l.OUl 〜4 

おこね 議洗米胃 1 .日 L ぶ〜 S 


1.01:0.5-1.5 


1.日 L :0 .日〜 2.5 


1.0 L :1 〜4 
1 .白 L : 2 〜8 


l . OUO .已〜4 
1.日 L : 吕〜日 

1.0 L :0 占〜己已 
1 .日 L:1 〜 in 


上げます。かし 
ます。 


I この裝品の標準(ふつラ)のかたさ 
に炊き上げます。_ 

I 化り少なめで、しゃっきりとしたご 
制こ炊を上げます。_ 

じっくりと時間をかけて米の曽みを 
ひきだすメニューです。_ 

白米を早く炊きたいときに运ぴます。 
かしかために炊さ上び0ます。_ 

具は米の質量(重さ)の30〜巳0% 
び適里です。 

具はかさめに巧り、米の上にのせて 
米とミ居ぜずに巧さます。 

調昧料はだし汁や水などで薄めて 
米に加え、が加巧したをと、なべの 
をからよく混せます。薄めなかっ 
たり、よく涅ぜないと焦げぴきつく 
なったり、うまく奶ブないことび 
あ0ます。 


• 具は水加減をしたあと、米の上に 
のせます。 

• 調味料はだし汁や水などで薄めて 
米に加え、水加巧したあと、なべの 
底からよ<おせます。_ 

• 具は米の質星(まさ)の30〜50% 
び適量です。 

• 具はルさめに切り、米の上にのせて 
米と混ぜずに炊きまず。 

• 煮えにくい具は、やや少なめにして 
<ださい。 

• 育潮は、あ5かゆでるなどし、 
0ず巧き上がってか5加えます。 

• 玄米-分づき米は巧けません。 

• 白米を混ぜて欣巧ずるとみきこぽれ 
たり、うまく软けないことびありまず 
ので、ぉずすめて•きません。_ 

• 雑お米を混だる割合は、炊飯呈の 
10%政下にします。 

• 雑穀の種ちや配合によってかたさ 
び異な0ます。 

• 蒸気量をおさえるメこューて•ず。 
かしかために炊き上げります。 


無洗米をお使いの場合は P . 10、 P .1 1「無洗米の場合」参照 
巧洗米の Its ま、 r 無洗米き用」の計呈カツフをご使用ください。 















